
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(B)

2013～2009

イディッシュ語文化圏における芸術活動の研究

Arts in Yiddish Culture

５０２０５３４０研究者番号：

圀府寺　司（Kodera, Tsukasa）

大阪大学・文学研究科・教授

研究期間：

２１３２００２９

平成 年 月 日現在２６   ６ １１

円    13,400,000 、（間接経費） 円     4,020,000

研究成果の概要（和文）：東欧イディッシュ語圏における諸芸術の活動についてはこれまで断片的な研究しか行なわれ
てこなかった。本研究は、美術、文学、上演芸術などにおいてイディッシュ語圏でどのような芸術活動が行われてきた
のかを解明する日本初の試みである。イディッシュ語、ヘブライ語研究会のような基礎的研究を行ないつつ、諸芸術の
ありかたについて掘り下げた研究を進めることができた。この研究により、画家シャガールやスーティンを生み出した
文化、クレズマー音楽やカフカを生み出した文化圏の様相と、それらが近代芸術に及ぼした影響について、少なくとも
日本においては最初のまとまった研究を行なうことができた。

研究成果の概要（英文）：On arts in the Yiddish Culture only sporadical investigations had been made. The p
resent study was the first attempt in Japan to approach to fine-arts, literature and performing arts in Yi
ddish Culture. Starting from the basic understandings of Yiddish and Hebrew languages, deeper investigatio
ns have been accomplished in the study of arts in this area. The result was the first comprehensive invest
igations of the culture from which Chagall, Soutine or Klezmer music were born and of its influence on mod
ern art in general. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： イディッシュ　東欧　美術史　ユダヤ

哲学　　美学・美術史



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 
近代美術史上におけるユダヤ人の役割につ
いては、ユダヤ美術史を編もうとするイスラ
エルの研究者、アメリカの主にユダヤ系の研
究者によって近年になってから研究が出始
めていた。しかし、ごく一部の研究者を除け
ば、イディッシュ語、ヘブライ語ならびにこ
れらの言語にまつわる文化にも通暁する研
究者はごく一握りでしかなかった。ヘブライ
語はイスラエルという言語のパトロンを得
たが、イディッシュ語はこれまで一度として
国の公用語になったことのない言語であり、
言語の学習システム自体が不備で、その習得
が非常に難しい。さらに今日もなお、芸術の
歴史は「国」の物語りとして語られる。その
ような状況が、この領域の研究を遅らせてき
た。 
 しかし、イディッシュ語圏出身の芸術家、
あるいは親がイディッシュ語圏からの移民
であったという芸術家は、特に 20 世紀に入
ってから極めて多い。シャガール、スーティ
ンらをはじめとするエコール・ド・パリの画
家、その周囲にいた批評家、画商、アメリカ
抽象表現主義のバーネット・ニューマン、マ
ーク・ロスコ、批評家クレメント・グリーン
バーグら、その数と重要性は無視できるもの
ではない。 
 そこで、ヘブライ語、イディッシュ語を含
めた言語ならびにこれらの言語圏の文化を
修得することから始め、近代美術史上でまだ
語られていない大きな物語りにアプローチ
をする必要があった。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 
本研究は、中東欧のイディッシュ語文化圏に
おける芸術活動、ならびに 19世紀末から 20
世紀中期にかけてのポグロムによって西欧
やアメリカに亡命、移住したイディッシュ語
文化圏出身の芸術家たちを主たる研究対象
とし、この国家なき言語文化圏の藝術の様相
を明らかにするとともに、それらが近代芸術
史の中で果たしてきた役割を明確にするこ
とを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 
1) ヘブライ・イディッシュ語/文化の研究会

を定期的に行ない、これらの言語ならびに言
語圏の文化についての理解を深める。 
 
2) 研究分担者が各研究領域において独自の
調査・研究を進め、それらの情報、成果を共
有しあう。本研究は学際的な正確をそなえた
総合的研究であり、異分野間での情報共有は
重要である。なお、研究のアプローチ方法は、
作品研究、歴史研究、アーカイブ調査等、各
領域においてもっとも効果的な成果をもた
らすものを選択する。 
 
3) 口頭発表、論文、著書などの形で成果を
学会ならびに一般社会に公表する。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
ヘブライ・イディッシュ語/文化の研究会の
継続により、これらについての能力ならびに
理解は高められた。また、美術、上演芸術、
文学などの諸ジャンルにおいて、独自の研究
をすすめ、その成果を得た。 
 美術においてはシャガールをはじめとす
る近現代のユダヤ系画家、ならびに画商や批
評家についての一定の成果を得た。たとえば、
シャガールはイディッシュ語を母語とした
画家であるが、これまでイディッシュ文化圏
のコンテクストでこの画家が論じられたこ
とは国内ではこれまでなかった。また、国際
的な研究史から見ても、たとえばシャガール
がどのようにしてユダヤ性を抜き去られた
形で美術マーケットならびに美術展マーケ
ットで受容されていたかということは、従来
のシャガール観を変える大きな発見であっ
たといえよう。 
 上演芸術では東欧のクレズマー音楽、民族
音楽についての著書、論文において、特に日
本においては知名度の低いこれらの音楽作
品とそれらを生み出したイディッシュ文化
について、研究者ならびに一般読者に対して
新しい情報を提供できた。 
 また、イディッシュ文学については、研究
の他、世界的に著名なショーレム・アレイへ
ムの『牛乳屋テヴィエ』やノーベル賞受賞者
アイザック・バシェヴィス・シンガーの作品
集『不浄の血』等の翻訳も出版し、学会なら
びに一般社会におけるイディッシュ文化の
理解を推進できた。 
 研究成果の一部は国外での学会でも発表
し、国際的な研究にも寄与する一方、日本に
おける関心を高めるために必要な啓蒙的書
籍も行なった。 
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